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は　じ　め　に

森林内に生息する昆虫類の季節変動や種構成といった群集構造を把窪することは、森林害虫の防除

のための基礎資料として重要である。昆虫椙調査の手法としては、叩き網や掬い網による調査やライ

トトラップやベイトトラップなどのトラップによる調査が一般的である0しかし、立体的で多くの階

層を有する森林では、叩き網や掬い網法のような地上から高さ2へ3mの範囲しかカバーできない平

面的な調査では、森林全体を反映した結果は得られない。また、調査者によって個人劫畦じること、

天気によって変勤しやすいこと等の欠点があらたo一方、トラップによる調査は方法が簡単である反

面、輔獲される昆動濡引涼はって限定されることから、森林に生息する昆虫全体を網羅するには

多種の誘引源を用いた調査が必要である。そのため、松くい虫誘引剤、ライトトラッズホールトラッ

プなど様々なトラップによって森林の昆虫相の解析が行われてきた(1、6、16、1了)D

筆者らはスギノアカネトラがキリ防除のため開発された訪花性誘引剤を用いてヒノキ林と照葉樹

林で調査を行い、捕獲虫の種構成や季節変動等について報告してきた(7、8、11、12、13)。

.今回はブナ林およびミズナラ林で同様の調査を行ったので報告する。
なお、本報告の一部は第41回及び第42回日本林学会中部支部大会で発表した(9、10、14)o

上　試験方法

1.1調査地の概況

詞童は、岐阜県大野郡荘)冊牧戸地区にある生活環境保全林「であいの森」のブナ林およびミズナ
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ラ林で行ったo謁査地は庄川の上流部に位置し、標高は750へ1,010mである。尾根部から斜面上部に

かけては、胸高直径が40可0ふぁるブナ林を形成しており、亜高木にはコハウチハカェデ、ナツツ
バキなどが、低木層にはヤマ;ツ・ツジなどが生育する。斜面中部一下部ではミズナラが高木層を形成し、

亜高木から低木層にはコハウチハカエデ、マンサク、チシマザサなどが生育している。

調査に使用した誘引剤はメチルフェニルアセテート(以下、メチル)及びベンジルアセテート(以

下、ベンジル)で、それぞれ黄色と白色の衝突板式誘引器に取り付けた○誘引器は各林分に1基ずつ、

約1・5mの高さに設適した。調査はメチルフェニルアセテートが1991年5月9日から、ペンジルアセ

テートが1991年7月9日から開始し、同年10月30日まで行った○その間、おおよそ10日毎に捕獲され

た昆虫類を回収したo捕獲虫は可能な限り同定し、誘引剤別に極致、個体数、平均多様度、類似度を

求めた。　　　　　　　　　　・・;

2∴桔果および考察

2・1・ブナ林およびミズナラ林で措捜された昆虫類

2工1.昆虫の目構成

ブナ林及びミズナラ林において捕獲された昆虫類

の目別個体数を表-1に示した。ブナ林は9目、60

14頭、ミズナラ林は9・目、砧01頭と.ミ.ズブラ林で多

く輔獲された〇・次に、これ右目別の個体数割合で表

したのか図-1である。ブナ林では双題目が47_8%

と最も多く、次いで鞘題目の39.3%、鱗題目の9.3

%であった。ミズナラ林では輔題目が51.6%、次い

で双題目の32・1%、鱗題目の11.9%の順で鞘題目が

最も多かったoブナ林とミズナラ林で順序が異なる

ものの、両杯とも鞘題目、双題目、鮮題目の3目で

全体の95%以上を占めたo筆者らが照葉穏林及びヒ

ノ千林で行った調査(13)では、ヒノキ林、照葉樹

林とも鞘題目だけで90%以上を占めており、今回の

結果とは大きく異なった○筆者らはヒソキ林、照菜

表-1各林分における目刺個体数

ブナ林 �7�5�6�8凩��

輔週目 �"ﾃ3c2�3,404 

双建白 �"ﾃピ2�2事122 

半建白 鼎2�42 

膜超目 ��C��237 

燐題目 鉄S��786 

脈題目 �"��1 

長逝目 �#2�2 

直建白 ���1 

毛建白 鳴�0 

∵碩題目 �"�6 

一一一台・計 澱ﾃ��B�6,601 

樹林で鞘題目以外の軸が少なかった原因として、誘引器が衝突硬式であったこと、輔題目以外の昆

虫類はメチルに誘引反応を示さない、ヒノキ林、照葉樹林に生息する網目以外の昆虫類が少ないこ

と等を提示した。しかし、今回、鱗麹臥双題目が多数離されたことから、ヒノキ林、照薬輔に

はメチルに反応を示す鞘題目以外の昆虫類が少なかづたと考えられる。

9%4%

48%

12%.

・32●%

4%

ブナ林　　　　　　　　ミズナラ林

図-1捕獲された昆虫類の目構成
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2.1.2.昆虫類の季節変動

昆虫類の構成割合の季節変動を示したのが図-2、3である。ブナ林、ミズナラ林ともに良く似た

変化を示した。試験開始した春季は鱗題目が多く誘引されたが、その後秋季にかけ鞘題目が多くを占

めるようになっ・た。双題目は夏以降急増し、10月では全体の90%近くを占めポこのように訪花牲誘

引剤で捕獲される昆虫類はブナ林、ミ.ズナラ林とも季節によって、その日構成が大きく変化すること

が確認された。

100%

図-Z ブナ林におくナる季節変動

図鵜3　ミズナラ林における季節変動
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2.1.3.鞠週目の託橘成

2.1.3工託数、個体数、多様度

鞘題目昆虫の科数、趣致、個体数、平均多様度を示したのか衰-2である。なお、平均多様度には

Shannon-WeaverのH'(3)を用いたoガ林は49科、219蘭、2363頭であるのに対し、ミズナラ

林では53科、274種、3404頭と群数、個体数ともにミズナラ林が多かった○一方、多様度はブナ林が

4・7454に対し、●ミズナラ林は4・号988でブナ林が高かった。誘引器の設置数、諦査対象面積が異なるの

で単純には比較できないが、ヒノキ林および照葉樹林の多様度は筆者らが行った試験では、それぞれ

3・6751、2・8066であったことから(13)、ブナ林、ミズナラ林ともヒノキ林、照葉樹林に比べ高く、

捕獲される鞘題目は多様性に富んだものと思われる。

表-2　輔勉目の稲敷、個体数、平均多様度

調査林分 ��� 
平均多様虔 　4.7454 

ブ　ナ　林 鼎��219 �#3c2�

ミズナラ林 鉄2�274 �3C�B�4.3988 

次に科別に群数、個体数をまとめたのが表-3である。趣致についてみると、ブナ林ではカミキリ
ムシ科、ケシキスイ科、ゾウムシ科、ハネカタシ科、コメッキムシ科、ショウカイボン科で多くの種

が描獲されたoミズナラ林ではカミキリムシ科、ゾウムシ科、コメッキムシ科、ハムシ科、ハネカタ

シ科、ケシキスイ科が多く輔弼された。このように、両杯とも捕獲群数の多い科は同じであった。個

体数についてみると、ガ林ではがキリムシ科、コメッキムシ科が多く2科で全体の61_4%を占め

たoミズナラ林でもがキリムシ科、コメッキムシ科が多く、全体の69.6%を占めた。これらの科は

いずれも訪花性の強い種を多く含む科であるo

2・1・3.2.構成程の相対頻度

次に種単位で比較するため、構成種の相対頻度を佐久間(15)の近似式で求めた。

軸した相対頻度から、その下限値が平均出現率(1/S)を越える謡を使古稲、上限値が平均出

現率を下回る離少数種、それ以外の離普通種としてまとめたのか図-4である。ブナ林では積数

は優占種12、普通種26、少数種182種であるのに対し、個体数は優占種1758、普通種285、少数種320

頭と二極数では5・5%に過ぎない優占種が全体の74・4%を占めているoミズナラ林においても稲敷は

鮎種18、普通種20、少軸236種に対し個体数は優占種2670、普通離67、少数種467頭であり、ブ

ナ林とミズナラ林で優占寵、普通種、少数種の橋脚合に大きな差は認められなかった。このように

今酷暑らが刷、た誘引器で施される網目群集は、少数の優占蘭が圧醐多数を占める寡占的群

集であった。

個体数　種数

ブ　ナ　林

個体数　種　数

ミズナラ林

図-4　出現頻度によ　る種構成
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衷二3　珊超目の部数および個体数(ブナ林) 

科　　名 仂���'b�劍ﾌ)�ﾉ�B�占種 儿�,ｨ霻�少数種 佗b�占粗 �4ｸｦﾒ�少数種 佗b�

オサムシ ���2 2 釘�6 ���"�27 29 定��r�34 

ホソ工ンマムシ 剴��l 剴2�3 

エンマムシ 剿ﾂ�l 剴��l 

ビシテムシ 剿ﾂ�l 剴"�2 

シテムシ 剿ﾂ�2 剴B�106 

ヽネカクシ 一　　　　ヽ ��fﾂ�"�ﾂ�������13 l 塔"�s���C����b�2�127 3 

オキノコムン コカネムシ �1 1 3 1 ����11 �18 ll 32 11 �#��39 

ヒラタドロムシ 剿ﾂ�1 剴"�2 

タマムシ 剴2�3 劍�SB�、4 

コメッキムシ 剴��ll 剴�2�713 

ヒゲプトコメッキ コメッキダマシ 剴r�l 7 剴��11 8 

ベ二ポタル 剴2�3 剴R�5 

ホタル 剿ﾂ�1 剴��l 

ジョウカイボン 剴���ll 剴#2�.23 

カッコウムシ 剴"�’2 剴R�5 

ジョウカイモドキ 剿ﾂ�l 剴R�5 

シキスイ 剴�B�18 剴#r�100 

ネスイムシ 鳴�R��"�3 塔��cSX�R�釘�85 

ヒラタムシ 剿ﾂ�1 剴2�3 

キスイモドキ 剴��1 剴��l 

ムクゲキスイ・ 剴��l 剴��1 

オオキノコムシ 剴R�6 剴���22 
‾ントウムシ 冤 途�8 �6 6 ��r�23 

、ソカタムシ 剴2�3 剴B�4 

クチキムシダマシ 剿ﾂ�l 剴R�5 

コキノコムシ 剿ﾂ�1 剿ﾂ�l 

ガクチキムシ 剴2�3 剴B�4 

ハナノミ 剴2�3 l 剴2�“3 6 

クビナガムソ カミキリモドキ �1 l l ���2 �19 9 �2�22 

アカハネムシ 剴"�2 剴"�2 

アリモトキ 剿ﾂ�l 剴2�3 

二セクビポソムシ 剿ﾂ�1 剿ﾂ�l 

ハナノミダマシ 剿ﾂ�2 剴��10 

ハムシダマシ 冤 鳴�2 �9 ���10 

クチキムシ �2 鳴�3 2 �19 鳴�2�20 3 

ゴミムシタマン カミキリムシ �5 �"����28 �.　48 �3R�738 

ハムシ 鳴�3 l 釘�8 涛r�32 9 唐�137 

ヒゲナガゾウムシ 剴2�3 剴B�4 

オトシブミ 剴��9 剴�"�12 

ゾウムシ 剴�R�16 剴#2�32 

ガキクイムシ 剿ﾂ�l 剿ﾂ�l 

キクイムシ 剴��9 剴�B�14 

明 剴2�3 剴H������B�

日計 ��"�26 ���"�219 ��sS��285 �3#��2363 



表-4　鞘題目の趣致および個体数(ミズナラ林) 

科　　名 ������W��劍ﾌ(���ﾈ���B�占稲 儿�,ｨ霻�少数種 佗b�占謡博通種 �1少数稲 曝ﾇb�

サムシ ガムシ .ビシテムシ_ .シテムシ バネカクシー アリズカムシ ーオキノコムシ ーコカネムシ タマムシ ���ﾂ�ﾂ�"�"�ﾂ���ﾂ�l l 2 3 1 1 2 1 l 1 l 3 迭��ﾂ��S"����2���2�b����R�7 l 2 2 1与 l 3 8 8 20 �#2�cB�C"��c涛2��c2�c��#"�3"�’18 10 23 唐���"�ﾂ�#����耳��b��B��B�午9 l 2 ・65 73 l ノ6音 37 14 

コメッキムシ ヒゲプトコメッキ 劔�30 9 8 l’9 21 21 21 9 48 �32�1056 

コメッキダマシ ミニポタル ノ¥タル ショウカイボン カツオブシムシ シバンムシ コクヌスト カッコウムシ ジョウカイモドキ シキスイ ネスイムシ ヒラタムシ キスイムシ ムクゲキスイ キスイモドキ オキノコムシ・ ミシンムシ. ‾ントワムシダマ ‾ントウムシ ホソカタムシ ‾バヒラタムシ クチキムシダマシ コキノコムシ キノコムシダマシ ガクチキムシ ¥ナノミ クビナガムシ カミキリモドギ アカハネムシ 剴��ﾆﾂ�"�����ﾂ�����2�"������ﾂ���ﾂ�b���"���"���"�2�2�2�"�"�l 11 2 l 10 1 1 1 3 3 15 1 l l l l 6 l 2 8 2 1 l 2 3 3 3 1 3 3 3 2 l 劍�S���B�2�2�#��ﾂ�������2�"�32�r���ﾂ����ﾂ�"��r�R���"�b�B�2�b�2�l 14 3 3 29 l l l 13 10 215 60 7 1 1 21 11 1 2 17 5 l 22 2 6 4・ 3 21 ・27 12 

アリモドキ 剴2�劍�S2�3 

ヽナノミダマシ 剴"�剴r�7 

ビギカワムシ 剴��剿ﾂ�l 

¥ムシダマシ 剴��l 剴"�2 

クチキムシ ゴミムシダマシ 剿ﾂ�2 剴r�39 

.、 カミキリムシ 澱�"��"�3��2 40 ��#�ﾂ�縱���"�c2�　2 1312 

¥ムシ �2 ��B�16 �30 �3��69 7 25 106 

ヒゲナガゾウムシ 剴2�3 劍�sr�

オトシブミ 剴�2�13 剴#R�

ゾウ.ムシ 剴���21 剴3b�

キクイムシ 剴��9 剴���11 

開 口計 剴��l 剴��l 

18 �#��236 �#sB�2670 �#cr�467 �3C�B�
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出　　　現　.率

0　　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　　　100%

トゲヒケトラカミキリ

キバネホソコメッキ

メスアカキマタラコメッキ
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ナカバヒメハブカミキリ

トゲヒゲトラカミキリ

・キバネホソコメッキ

メスアカキマタラコメッキ

ケモソケンキスイ

ムネアカチビケンキスイ.

コソボシモンシテムシ

ニセケプカオスイ

コツスジハナガミキリ

ルリコカゾラハネカクン

ニシフハブカミキリ

ムネスゾノミゾワムシ

カシフクデブトゾウムン

クスイロクチキムシ

ナカバヒメハブカミキリ

ソヤケンハナカミキリ

クエクプアトキリブミムソ

ニセソラボソカミキリ

オズクチキムシグマシ

図-5　　優・占　種　の　出　現　率

-17-



与月　　6月　　　7月　　　8月　　9月　10月

図-6　鞘題目の個体数、理数及び多様度の季節変動・
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与月　　6月　・7月　　8月　　9月　10月

図-7　ブナ林における優占種の発生消長

与月　　6月　　7月　　　8月　　9月　10月

’図-8　ミズナラ林における優占種の発生消長
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次に各林分における健吉寵の相対頻度を図-5に示した。

ブナ林、ミズナラ林ともにトゲヒゲトラカミキリ、キバネホソコメッキの使古度が特に高かった。

この2種は、筆者ら(13)が行った照葉樹林、ヒノキ林や、岩田ら(2)の行ったスギ林においても

非常に高い優占怪を示したこトゲとゲトラカミキリ、キバネホソコメッキは、暖帯から温帯にかけ広

い分布域を詩ち、花に普通にみられる種であるが、他種に比べ軽めて強く誘引されたことから、メチ

ルはこの2種の生理活性物質ではないかと推察された。

このほかブナ林とミズナラ林の共通優占種は7種みられた。その多くは訪花性昆虫であったが、ヨ

ツポシモンシテムシは腐食性であり、捕獲虫の腐敗に伴い誘引されたものと思われる。

ブナ林の優占種のうち、ニセフタオピノミハナカミキリはミズナラ林では1頭も捕獲されなかった。

まなルイスハナムグリハネカクシも’ミズナラ林では4頭と少なかった。このことから、この2種は

ブナ林における鞘題目の代表的な種と考えられる。
一方、ミズナラ林で優占稲であったもののうち、ムネアカチビケシキスィ、ムネスジノミゾウムシ、

ジュワジアトキリゴミムシはブナ林では教頭しか捕獲されていないことから、ミズナラ林の鞘題目を

代表する種と考えられる。

2.1.4.鞘週目の季節変動　　　　　　　　　　　　　　　　葛へ

ブナ林およびミズナラ林で捕獲された梢題目の稲敷、個体数、平均多様度、相対多様度の季節変動

を示したのか図-6’である。

ミズナラ林をみると、個体数は試験開始から増加し、6月12日には1138頭で最も多くなった。その

後減少するが、7月に入ると再び増加し、7月31日には256頭と小ピークを形成した。そして、その

後は緩やかに減少していった。ブナ林についても同様の消長で、試験開始から増加し、6月12日には

652頭で大きなピークを、7月19日には333頭と小さなピークを形成し、その後は緩やかに減少していっ

たo個体数のこうした変動は、優占種の消長に大きく影響されていると思われる。-そこで、両杯分の

優占種上位3稲であるトゲとゲトラカミキリ、キバネボツコメッキ、メスアカキマタラコメッキの季

節変動を図〇7、8に示した〇両林分とも最初の大きなピークは、トゲヒゲトラカミキリ、キバネホ

ソコメッキの発生消長と、小ピークはメスアカキマダコメッキの発生消長と-致した。このことから

個体数の季節変動は、少数の優占種によって大きく影響されていることが確認された。

極致は、ブナ林で5月中旬から6月下句にかけ50種程出現し、その後減少するものの、7月下旬に

再び増え、その後減少するという個体数と似たパターンと示した。ミズナラ林においてもブナ林と同

じような変動を示した。　　　　　　　　　　　300

謡集の均衡性を表す相対多様度は、5月から6月

中旬にかけ低下し、その後は徐々に上昇し8月以降

は高い値で推移した。これはブナ林においても同様

であったd

平均多様度は、5月から7月にかけては個体数の

推移と全く逆のパターンを示した。即ち、5月から

6月中句にかけ低下、その後上昇した。そして8月

以降は理数の変動と類似のパターンを示した。

以上のようタに、誘引輔獲された鞘題目の季節変動

は:ブナ林、ミズナラ林で似ており、大きな差はみ

られなかった。

2・1・5.訪花性理についての検討

今回使用したトラップは、黄色と白色の衝突板ト

ラップに訪花性誘引剤を組み合わせた複合トラップ

である。このため、捕獲史の中には訪花性霞のはか

に、色に反応を示す種など様々な種が含まれている

ー20-
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と考えられる。そこで訪花佳麗のみを取りだし、出現種の累積稲敷を示したのが図-9である。訪花

性種はブナ林、ミズナラ林と・も7月31日には95%に達しており8月以降新たな種はほとんど捕獲され

なかった。従って、訪花性種のみを調査対象とするのであれば、誘引器による調査は5月から7月ま

での実施で十分と思われる0

2.2.ペンシルアセテートおよびメチルフェ二ルアセテートで捕獲された昆虫類

2,2.1.昆虫類の目棒成

ブナ林、ミズナラ林においてメチルとペンジルで捕獲された昆虫類の目別挿獲数を示したのか表-

5である。ただし、メチルについてはペンジルと詞査期間を合わせるため、7月19日以降のデータを

まとめ直したものである。個体数は、ブ

ナ林でメチルが8目、4014頭に対しペン

ジルが10目、4084頭、ミズナラ林でメチ

ルが8目、3294頭に対しベンジルが8目

2942頭で、ともに誘引剤による差はみら

れなかった。目別割合は(図-10、11)

ブナ林、ミズナラ林ともメチルでは双題

目が最も多く全体の6叶-70%を占め、次

いで鞘題目の20%程度であった。これに

対し、ペンジルは鞘題目が最も多く全体

の44~57%を占め、次いで双題目、鱗題

目の15-24%となり、誘引剤によって誘

引される昆虫類の目構成が異なったo

6%3%　zl%

70%
.メチル

表÷5　各誘引剤における目別個体数

ブ　ナ　林 刄~ズナラ林 

ベンジル �8�6�8ｲ�ベンジル �8�6�8ｲ�

鞘建白 �"ﾃ3CB�823 ��ﾃ#途�774 

双建白 田�R�2,805 ��ﾈ��s�r�2,058 

半超目 鼎B�.　25 湯�20 

膜親日 �#���105 �#C��147 

餅建白 都釘�253 田s"�●　289 

脈題目 ���l ���0 

長週目 �2�l �2�l 

直週目 ���0 ���l 

嶺題目 ���l �"�4 

璃蛤目 停���0 ���0 

合　計 釘ﾃ�ィ�●　4,O14 �"纉C"�3,294 

1与%
.ベンジル

図-「0　ブナ林における目構成

9%与%　z3%

63%
メチル 24%　ベンジル

図一11ミズナラ林における目構成
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2.2.2.昆虫類の季節変動

ペンジルにおける目別の構成比

の季節変動を示したのか図-12、

13である。

ブナ林っいてみると、鞘題目は

7月19日には全体の90%を占めた

が、その割合は徐々に低くなって

いった。これに対し輯題目は9月

までは2-3%であったが、10月

になると急激に増加し80%以上に

なった。ミズナラ林においてもブ

ナ林と同様であった。

これをメチルにおける季節変動

(図へ2、3)と比較すると、鞘

題目の変化はペンジルと同様であっ

た。しかし、メチルでは双題目が

多くを占めたことから、季節変動
は両薬剤で大きな差がみられた。

2.2.3.鞘麺目の陸橋成、

2・2.3,1.理数、個体数、多様度

調査期間中に輔獲された輔題目

の麗数、個体数、平均多様度(ビッ

ト)を示したのが表-6である。

ブナ林はペンジルが36科、151

謹、・2344頭であるのに対し、メチ

ルが鎚科、112種、823頭で、理数、

個体数ともペンジルが多かっ五
一才、ミズナラ林ではベンジル

が36科、154種、1297頭であるの

に対し、メチルが泌科、149種、

774頭で稲敷にはほとんど差が見

られないものの、個体数はペンジ

ルが苦しく多かった。多様度は、

ブナ林がペンジル2.6682に対し、

図-1Z ブナ拝における季節変動

図一13　ミズナラ神における季節変動

看頃趨日

田繕題目

閏半題目

圏鞘題目

国数穏目

口その他

患顔題目

園蹟題目

圏鞘縄目

メチルは4・1762で、・種数の少ないメチルが高い値を示した○ミズナラ林でもペンジルの4.乙236に対し、

メチルが5・4746で同様の詰栗を示したoこのように、両杯分で稲敷、個体数ともにペンジルがメチル

を上回ったにもかかわらず、多様度が低かったことから、ペンジルには特定のグループあるいは種が

強く誘引されるものと考えられホ

表-6　鞘週目の極致、個体数、平均多様度

調査林分 冰X処ﾝﾂ�種　数 侘)�ﾉ�B�坪均多様度 
プ　●ナ　林 �7�985x8ｲ�150 �"ﾃ3CB�2.6682 

メチル 姪�"�823 釘��sc"�

ミズナラ林 �7�985x8ｲ�153 鳴ﾃ#途�.4.2236 

メチル ��C��774 迭紊sCb�
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そこで、科単位に種数、個体数をまとめたのか姦-7→10である。ブナ林についてみると(表-7、

8)、両薬剤とも最も多くの種が輔獲されたのはカミキリムシ科で、メチルが17種に対しペンジルが

1掴であった。個体数の最も多かった科は両薬剤ともコメッキムシ科で、メチルが270頭、ベンジル

が1551頭であった。薬剤間で差がみられたのは二ガネムシ科、コメッキムシ科、コメッキダマン科、

ジョウカイボン科、カミキリモドキ科、カミキリムシ科、ハムシ科、ゾウムシ科、キクイムシ科など

であった。その概要は次のとおりである。

コガネムシ科はメチル7種、26頭に対しペンジル4寵、7頭と趣致、個体数ともメチルで多かった。

与メッキムシ科はメチル5種、270頭に対しベンジル8種、1551頭とペンジルで撞めて多く猫額さ

れた。

コメッキダマン科はメチル4種、5頭に対しベンジル11種、15頭とベンジルで多くの種が捕獲され

た。

ジョウカイボン科は理数には差がみられないが、個体数はメチルが7頭に対しペンシルが35頭とベ

ンジルで多く描獲された。

ヵミキリモドキ科はベンジルで3罷、21頭捕獲されたがメチルでは1程も輔獲できなかったo

ヵミキリムシ科は極致に差がみられなかったが、個体数はメチルが198頭に対しペンジルが428頭と

ベンジルで多く捕獲された。

ハムシ科はメチル6種、11頭に対しベンジル12謡、61頭と積数はベンジルが多かったものの個体

数は逆にメチルで多かった。

ゾウムシ科はメチル6種、10頭に対しベンジル11種、29頭と稲敷、個体数ともベンジルで多かった。

キタイムシ科は寵数に差がみられなかったが、個体数はメチル3頭に対し24頭とペンシルで多かっ

たo

次にミズナラ林についてみてみると(表-9、10)、最も多くの種が捕獲された科は、ブナ林同様

ヵミキリムシ科でメチルが25種、ペンジルが21種であった。個体数で最も多く捕獲された科もカミキ

リムシ科でメチル240頭、ペンジル496頭であった。薬剤問で比べると、理数には大きな差がみられな

かった。しかし、個体数はコメッキムシ科、カミキリムシ科、ネスイムシ科、クチキムシ科で次のよ

うな差がみられた。
コメッキムシ科はメチルが133頭に対しペンジルが428頭とペンジルで多かった。

ヵミキリムシ科はメチルが240頭に対しベンジルが496頭とペンジルで多く捕獲されホ

ネスイムシ科はメチルが38頭に対し、ベンジルが4頭とメチルで多く捕獲された。

クチキムシ科はメチ.ルが23頭に対し、ペンジルが6頭とメチルで多く捕獲されたo

これらのことからブナ林、ミズナラ林とも、コメッキムシ科、カミキリムシ科は、ベンジルに強く

誘引されることが確認された。また、訪花性を有する科では、ベンジルで多く捕獲されたものが多かっ

たが、コガネムシ科、ハムシ科ではメチルに多く誘引された0

2.2.3.2.橋成種の相対頻度

さらに種レベルで検討するため、それぞれの構成種の出現率とその信頼区間(危険率5%)を前出

の方法で求め、その相対頻度をもとに優占積、普通種、少数種にまとめたのが図〇14、15である。ブ

ナ林においてペンジルとメチルを比べると、優占種の稲敷がベンジル3・3%に対しメチル6・3%、個体

数がベンジル82.8%に対しメチル72・8%とペンジルでより少数の優占種で高い占有率となった。ミズ

ナラ林においても、優占種の種数はペンジル5・2%に対しメチル8・7%、個体数はペンジル72・5%に対

しメチル64.0%でブナ林と同様の結果となった○これらのことから、誘引器で捕獲された鞘題目相は、

メチルよりペンジルでより寡占状態が強いことがわかった。

次に、各林分の優占種にらし、てその相対頻度右図-16、17に示した。ブナ林についてみると、ベン

ジルはメスアカキマタラコメッキが出現率60%と、他に比べて著しく高い出現率を示した。メチルも

同様にメスアカキマタラおッ辛が最も高い出現率を示したが、32%とペンジルに比べ低かった。ま

た、メチルの優占種であるコアオハナムグリはベンジルではわずか3頭誘引されたに過ぎなかった。
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表-7　ブナ林における趣致および個体数(ベンジル)

料　名 綿��霓������B�劍ﾌ(���ﾈ���B�占種　通種 剌ｭ数種 佗b�占種 �,ｨ霻�少数種　計 

サムシ ホソ工ンマムシ ンマムシ ビシテムシ シテムシ ���c����������S��������������������������ﾃ������������������ﾔ���������������迭�����"���R�B�"�ﾂ�r�ﾂ����"���2�����ﾂ�"�R�"�"�2�(������S(������5 l ・1 2 2 6 4 2 l 8 ’1 ll 2 1 4 1 10 l 2 5 2 2 3 2 8 3 2 2 2 1 �����������0 0 0 0 20 涛��������#"�##"�

¥ネカクシ コガネムシ タマムシ. 小ソクシヒゲムシ コメッキムシ ヒゲブトコメッキ 劔�������R����S3B���14 0 0 0 0 0 0 0 0 22 0 ���3"�sr�32������s�SS��cb�

コメッキダマシ ベニホタル ホタル ジョウカイボン カッコウムシ 劔�������������S�R�#"�����33R�32�

iシキスイ ネスイムシ ヒラタムシ オキノコムシ. ‾ントウムシ ホソカタムシ 劔�������������10 0 0 0 0 0 0 0 0 17 ����"�"��"�r�"�29 2 2 12“ 7 2 3 5 10 

コキノコムシ ���0 0 0 1 l 剴���2�

ガクチキムシ ���剴��迭�

¥ナノミ ���剴������

カミキリモドキ ���剴��釘�21 

ハナノミダマシ ���剴��������鳴�ll 2 

ハムシダマシ ���0 �"����0 �"�

グチキムシ ���0. �"����0 ����11 

ゴミムシダマシ ���0 鳴����0 鳴�l 

カミキリムシ �2�・1 ��R�19 ��ﾈ��3���ll �3r�428◆ 

¥ムシ ���1 偵��ll �#��20 儘�2�6l 

ヒゲナガゾウムシ ���0 �2�3 ���0 迭�5 

オトシブミ ���0 滴�R�4′ ����������澱�6 

ゾウムシ ��S��l ����11 ���11 ����29 

キクイムシ ���0 �"�2 �������������2�.3 

明 合　計・i ���0 �2�3 �����������2�3 

5 湯�136i ��S�ﾂ�1942i135 �267 �#3CB�



表-8　ブナ林における極致および個体数(メチ)の

科　　名 仂�����'b�剪�個　体　数 占種 �,ｨ霻�少数種 佗b�占種 �,ｨ霻�少数種 佗b�

サムシ 偵��1 ��c2�4 ���4 �2�7 

小ソエンマムシ ���0 鳴�l ���0 綿���1 

ビシ.デムシ ���0 ���1 ���0 �"�2 

シテムシ 鳴�0 ���l 鉄"�0 ���52 

ハネカクシ・ ���2 釘�6 ���16 釘�20 

コカネムシ 偵��0 澱�7 ����0 ��S��26 

タマムシ ���0 �2�3 ���0 �2�3 

コメッキムシ. 偵��0 釘�5 �#cB�●0 澱�270 

ヒゲプトコメッキ ���0 鳴�l ���0 �2�3 

コメッキダマシ ���0 釘�4 ���0 迭�5 

十二ホタル ���0 �2�3 ���0 釘�4 

ホタル ���0 ���l ���0 鳴�1 

ジョウカイボン・ ���1 ���2 ���4 �2�7 

カツコ’ウムシ ���0 ��S"�2 ���0 �2�3 

ケシキスイ ���3 澱�9 ���27 唐�35 

ネスイムシ ���1 ���l ���8 ���R�8 

ヒラタムシ ���0 ���1 ���0 鳴�l 

オキノコムシ ���1 釘�5 ���4 澱�10 
‾ントウムシ ��c��l 定��"�3 偵��5 �"�7 

ホソカタムシ ���0 ���1 ���0 ���1 

コキノコムシ ���0 鳴�1 ���0 ���l 

ガクチキムシ・ ���0 �"�2 ���0 �"�2 

ハナノミ ���0 �2�3 ���0● �2�3 

二セ.クビポソムシ ���0 鳴�1 ���●　0 鳴�l 

¥ナノミダマシ ���0 鳴�l ���0 �2�3 

¥ムシダマシ　’ ���0 鳴�1 ���0● 偵��1 

クチキムシ ���2 鳴�3 ���10 ���11 

ゴミムシダマシ ���0 鳴�1 ���0 �"�2 

カミキリムシ �2�0 ��B�17 ��s2�0 �#R�198 

ハムシ ���3 �"�6 涛"�20 �2�l15 

ヒゲナガゾウムシ ���0 ���l ���0 鳴�l 

トシナミ ���0 釘�4 ���0 釘�4 

ゾウムシ　● ���0 澱��6 ���0 ����b�10 

キクイ.ムシ ���0 �"�2 ���0 �2�3 

、’明 ���0 �"�2 ���0 �(��������"�

口許 途�15 涛��l12 鉄湯�98 ��#h�����#2�
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表-9　ミズナラ林における趣致および個体数●(ベンジル).

科　　名 冽x�な��R�劍ﾌ(���ﾈ���B�占種 �,｢�少数趣 佗b�占種 �,ｨ霻�少数種 佗b�

サムシ ���0 �"�2 ���0 迭�5 

シテムシ 鳴�0 鳴�2 �3"�0 �"�34 

¥ネカクシ 鳴�0 途�8 ����0 ��R�34 

コカネムシ ���0 �2�3 ���0 澱�6 

タマムシ ���0 釘�4 ���0 唐�8 

コメッキムシ ���0 澱�7 鼎�r�0 免ﾂ�、428 

ヒゲブトコメッキ ���0 鳴�l ���0 ���1 

コメッキダマシ ���0 ��2�13 ���・0 ����19 

’ニホタル ���0 �"�.2 ���0 �2�3 

、タル ���0 ���l ���0 釘�4 

ジョウカイボン ���1 �2�4 ���10 ���B�14 

カッコウムシ ���1 �"�3 ���6 �2�9 

シキスイ ���5 唐�13 ���49 ��r�66 

ネスイムシ ���0 ���l ���0 釘�4 

ヒラタムシ ���l ���2 ���7 �"�9 

キスイムシ ���0 鳴�l ���0 ���l 

オキノコムシ ���2 釘�6 ���14 迭�19 
‾ントウムシ ���1 �2�4 ���6 迭�11 

′、ソカタムシ ���0 �2�3 ���0 �2�3 

コキノコムシ ���0 �"�2 ���0 釘�4 

ガクチキムシ ���0 �"�2 ���0 �"�2 

¥ナノミ ���0 鳴�1 ���0 ���l 

カミキリモドキ ���0 鳴�l ���0 �2�3 

リモドキ ���0 �"�2 ���0 澱�6 

¥ナノミダマシ ����0 鳴�l ���0 鳴�l 

ビシテムシ ���0 �"�2 定����0 �2�3 

ハムシグマシ ���0 鳴�l ���.0 鳴�l 

クチキムシ ���1 ���2 ���・5 ���6 

ゴミムシダマシ ���0 �2�3 ���0 釘�4 

カミキリムシ 釘�3 ��B�21 鼎S"�19 �#R�496 

¥ムシ ���3 迭�8 ���17 唐�25 

ヒゲナガゾウムシ ���1 �"�3 ���8 �"�10 

トシプミ ���1 迭�6 ���5 迭�10 

ゾウムシ 鳴�l 免ﾂ�13 �#��5 ��r�42 

ガキタイムシ ���0 鳴�l ���0 ���l 

キクイムシ ���0 �"�2 ���0 �"�2 

明 ���●0 �"�2 ���0 �"�2 

合　　計 唐�21 ��#B�153 涛C��151 �#�b�1297 
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衷÷10　ミズナラ林における輔週目の稲敷および個体数(メチ)の

科　　名 冽x���溢ﾒ�劍ﾌ(���ﾂ�定��占種 �4ｸｦﾒ�少数稲 佗b�占種 �,yDb�少数稲 佗b�

サムシ ���0 迭�5 ���0 澱�6 

シテムシ 鳴�0 ���1 �3b�0 ���36 

ハネカクシ 鳴�1 途ﾂ�.　9 �32�4 湯�46 

一才キノコムシ ���0 �"�2 ���0 �2�3 

コカネムシ ���l 迭�6 ���11 澱�17 

タマムシ ���・1 �"�3 ���4 �"�6 

コメッキムシ ���2 ��cr�10 �����13 ����133 

コメッキダマシ ���0 ����10 ���0 ��2�13 

ベ二●ホタル 偵��0 鳴�1 ���0 �"�2 

ホタル ���1 ���l ���’3 ���3 

ジョウカイボン ���1 �2�4 ���9 釘�13 
“カツオブシムシ ���0 ����1 ���0 鳴�1 

コクヌスト ���0 鳴�l ���0 ���ﾂ�l 

カツコウムシ ���2 鳴�3 ���7 �"�9 

ケシキスイ �"�3 迭�10 �3R�11 途�53 

ネスイムシ ���0 ���1 �3��0 ���38 

ヒラタムシ ���1 ���1 ��S��7 ���7 

オキノコムシ ���2 鳴�3 ���6 鳴�7 
一ントワムシダマシ ���0 ���1 ���’0 鳴�l 

‾ントウムシ ���l �"�3 ���4 �2�7 

ホソカタムシ ���0 偵��l ���0 ���1 
一バヒラタムシ ���0 鳴�l ���0 ���1 

コキノコムシ ���0 鳴�1 ���0 ���l 

キノコムシダマシ ���0 �"�2 ���0 �2�3 

ガクチキムシ ���0 �"�2 ���0 �2�3 

¥ナノミ ����0 �2�3 ���0 �2�3 

カミキリモドキ ���1 鳴�2 ���5 鳴�6 

アリモドキ ���0 �"�2 ���0 �"�2 

ヽナノミダマシ ���1 ���l ���4 ���4 

ビギカワムシ ���0. ���l ���0 ���1 

クチキムシ 鳴�0 ���2 �#��0 �"�23 

ゴミムシダマシ 　　　ヽ ���・　0 �"�r�2 25 ���#�"�0 17 �"�#��2 240 

カミキリムシ ハムシ 迭���3 2 鳴�r�10 �#��11 湯�40 

ヒゲナガゾウムシ ���l 鳴�2 ���4 鳴�5 

オトシブミ ���l 3 0 0 �"���3 ll �����5 19 �"���7 28 

ゾウムシ キクイムシ �����鳴�1 ���0 �����1 

、睨 ������1 ���0 冤 

合　’計 ��2�28 ��｣���,149 鼎迭�】44 ��3R�774 
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個体数

267ペ　ンシル

個体数　7稲敷

図-14出現頻度による穏持戒(ブナ林)

個一体致語数

ペ　ン　シル

個体数　　種致

メ　チ　ル

図-15出現頻度による種構成(ミズナラ林)

出　・現　　　率

0　　　　　　　　　　　　　　　　50

0　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　100

メスアカキマタラコメッキ

トゲとケトラカミキリ

キパラヒ}ノ、ムシ・

ヨソボンモソシテムシ

ヨツスッハナカミキリ

ニンフノ、ナカミキリ

コアオハナムクリ

十
〇
十
細
事

†
メ　チ　ル

図-16　ブナ林における擾占種の出現率
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}スアカキマタラコ}ソキ

ヨノスジハブカミキリ

トゲヒケトラカミキリ

ヨソポシモンシテムシ

ニンフハブカミキi)

二七シラホシカミキリ

カツワクデブトゾワムシ

ルリブガンラハ入力クツ

メスアカキでタラコメッキ

トゲとケトラカミキI)

ヨツスジハナカミキリ

ニセケプカネスイ

ヨリボシモンシテムソ“・

ルI)コカシラノ、ネカクン

ニシフハナカミキリ

クスイロクチキムシ

キバラと}ノ、ムツ

ケモソケンキスイ

ムネアカチビケンキスイ

ニセゾラホシカミキリ

ソヤケンハナカミキリ

図一17　ミズナラ林における擾占種の出現率

ミズナラ林ではペンシルはメスアカキマタラコメッキが最も高い優占性を示し、次いでヨツスジハ

ナカミキリ、トゲヒゲトラカミキリであった。一方メチルは、各優占種の出現率の信頼区間・は重なっ

ており、際立った種はみられ卒かった〇

二セケプカネスイはメチルで優占種となったが、ベンジルでは4頭しか捕獲されていか。ガ林

においてもメチル8頭に対しベンジル2頭とメチルで多く、ヒノキ林、照葉樹林と同じであった(13)。

本種の訪雑の有無については知られていかが、ネスイムシ科甲虫はキクイムシの孔道、朽ち木、

樹皮下、キノコ、穀類などでみられることから、本種も同様の生態であると思われるoこれらのこと

から、メチルの本種の生理活性への関与が注目される。

2.2.4.掬週目の季節変動

各林分に却ナるベンジルとメチルの季節変動を示したのが図-18であるo

ブナ林についてみると、7月19日の捕獲数がメチルに比べベンジルで多いが、それ以降は同じように

減少していった。種数、多様度についても個体数と同様で、誘引剤問で顕著な差はみられなかった。

ミズナラ林についてもブナ林と同様、メチルとベンジルで顕著な差はなく、同じような推移を示した。
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5・月　●6月　　7月　　8月　　9月　10月

図-18　鞘週目の個体数、種数および多様度の季節変動
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2.1.3.3.色彩による比較

前述の通り、今回使用したトラップは、黄色や白色の衝突板トラップに訪花牲誘引剤を組み合わせ

た複合・トラップである。これらのトラップは、色によって輔獲される昆虫類が異なることが知られて

いる(4)。

そこで、今回得られた資料をまとめ、誘引器の色別に謹数、個体数を示したのか表-11、12である。

メチルについてみると、ブナ林では白色規程、1298頭に対し、黄色1弘種、1065頭であったoミズ

ナラ林では白色164稲、1993頭に対し、黄色195種、1412頭であった。両杯分とも種数は黄色が多く個

体数は白色で多かった。科単位でみると、誘引器の色によって稲敷、個体数に大きな差がみられたの

はオトシブミ科、がキリムシ科、ジョウカイボン科、・ネスイムシ科、ハネカタシ科、タマムシ科な

ど訪花佐種を多く含む仲間である。その概要は次のとおりであるo

ォトシプミ科はブナ林が白色1稲、1頭に対し黄色9謹、11頭、ミズナラ林が白色2種、2頭に対

し黄色12種、23頭と趣致、個体数とも黄色で多く捕獲されたo

がキリムシ科はブナ林では差が認められないが、ミズナラ林では白色31種、936頭に対し黄色21

程、376頭と極致、個体数とも白色で多く捕獲された。

ジョウカイボン科はガ杯が白色4種、6頭に対し黄色10種、17頭、ミズナラ林が白色5謹、6頭

に対し黄色9託、23頭と極致、個体数とも黄色で多く捕獲された。

ネスイムシ科は種数には差がみられかが、個体数はガ林が白色61頭に対し黄色24頭、ミズナラ

林が白色42頭に対し黄色18頭と白色で多く輔覆された。
ハネカクシ科はガ林が白色10種、9頭に対し黄色8種、32頭、ミズナラ林が白色10託、45頭に対

し黄色10種、28頭となり、種数には差がみられないが、個体数は白色が多く捕獲された。

タマムシ科はブナ林で白色1謡、2頭に対し黄色2種、2頭と差がみられないが、ミズナラ林では

白色1種、1頭に対し黄色7種、13頭と黄色で多くの種が輔獲された。このうちナガタマムシ類は両

杯合わせて6謡、1傾輔獲されたが全て黄色で捕獲された0槙原ら(5)は誘引剤にベンジルアセテー

トとα一ピネン十エタノールを用いた試験から、ナガタマムシ類が黄色誘引器で多く捕獲されたこと、

誘引剤によって捕獲数に差がなかったことを報告しており、また今回のメチルでの結果からもナガタ

マムシ類は色彩(黄色).に反応して誘引されたと考えられるo

また、このほかにも、オサムシ科、オオキノコムシ科、シテムシ科、テントウムシ科、ハムシ科等

でも若干の差がみられた。

次にベンジルについてみると、ガ林では、黄色108種、673頭に対し、白色76種、1671頭であった〇
一万、ミズナラ林では、黄色100種、426頭に対し、白色92謹、871頭で、雨林分とも稲敷は黄色が多

く、個体数は白色が多かった。

科単位で大きな差がみられたのは、次に示すコメッキムシ科、ジョウカイボン科、カミキリムシ科、

テントウムシ科、ゾウムシ科などであったo

コメッキムシ科は、ガ林では黄色6種、406頭に対し、白色4種、1145頭、ミズナラ林では黄色

7謹、153頭に対し白色3種、275頭と両杯分とも積数は黄色で、個体数は白色で多かった0

ジョウカイボン科は、ガ林では黄色4種、32頭に対し、白色2種、3頭、ミズナラ林では黄色4

種10頭に対し、白色1種4頭と黄色で稲敷、個体数ともやや多く捕獲された0

ヵミキリムシ科は、ガ林では黄色8稲、51頭に対し、白色16程、377頭、ミズナラ林では黄色10

種、82頭に対し、白色16種、41頓と積数、個体数とも白色で多かったo

テントウムシ科は、黄色がブナ林では2種7頭、ミズナラ林では4種11頭であったのに対し、白色

では両杯とも捕獲されなかった。

ゾワムシ科は、ブナ林では黄色1晒、23頭に対し、白色3種6頭、ミズナラ林では黄色8種26頭に

対し、白色7撞、16頭と黄色で多かったo

このほかに、シテムシ科、ケンキスイ科などでも若干の差がみられたo
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姦-11誘引器の色別の趣致および個体数(メチル)

科　　　名 ��X7h�h6���}��劔�7�5�6�8凩��穏∴数 劍ﾌ)�ﾉ�B�剳煤@数 劍ﾌ)�ﾈ��

白色」光」計 劔I)�b�黄色 偬��由( ��X甑�2�青・ U 僮)�b�・質他言∴汁 
’ォサムシ. ガムシ ホソエンマムシ エンマム●シ .チビシテムシ シテムシ 釘������S����������������ﾂ���b�ﾂ�2�2���B��������"����2�2�ﾂ�������8�R�����R��"���������2��ﾃ��ﾂ�"�56 .00 11 ll ll 22 �23 0 乞 0 0 26 ����������"����34 0 3 l ,2 106 釘���������ﾂ������"�r�����・5 0 0 0 2 2 10 1 1 5 0 7 :15 0 6 2 .1 9 途�������"�"��R���2��������#����ﾔ��2�"�ﾂ����������2�2��R�ﾂ����������b���ﾓ"���"���ﾂ�"��2�2�2�ﾂ�2�2�2���"������"�"���b�2�2���R�����ﾂ�F��12 l 0 ’0 0 ’32 45 0 5 22 0 l 504 l 8 0 0 6 0 l l 10’ 7 158 42 5 1 0 19 2 1 1 .4 2 0 8 l 2 り 1 18 8 7 2 0 2 l 2 .22 2 936 �3sC���������S���#"�33cR�

ハネカクシ アリズカムシ テオキノコムシ コガネムシ ヒラタドロムシ タマムシ �813 00 Ol 611 Ol 23 �95 0 3 24 .Z 2 394 9 4 3 .l 6 0 0 0 ’3 5 50・ �3"������R���"�3���"�127 0 3 39 2 4 713 11 8 5 l 23 0 0 0 5 5 100 劔�#ピ2��ﾂ�ﾈ�cb���S3r�����3�B�

コメッキムシ ヒゲプトコメッキ 凵�1011 11 劔��B�ﾂ�剴SS#��Sb���

コメッキダマシ ペ二ホタル �4 2 途�2�釘�"�几����剴c�B�8��8�R�

ホタル ジョウカイボン.・ 儖　　l 剴���r����剴2�3 

10 偵�ﾂ������剴R�剴#8������#��

カツオブシムシ �0’ 剴�����b�1 剴��1 

シバンムシ �0 ���������0 剴��.1 

コクヌスト �0 ��S�����鳴�0 剴��l 

カッゴウムシ’ �1 �"��"��2�3 剴2�13 

ジョウカイモドキ 儖　l 剴���2�l ll 剴2�10 

ケシキスイ �14 ����鉄����2�剴Sr�215 

ネスイムシ �2 �2�61 3 0 0 し 5 0 ●0 9 2 0 �#B�85 3 0 喜 」 22 0 ●0 23 4 0 5 ・1 0 4 3 6 22 2 3 l 10 ���1 剴���60 
’ヒラタムシ 凵�0 鳴�������l 剿ﾂ�●7 

キスイムシ �0　　0 剴�����0 剴��l 

ムクゲキスイムシ �1　1 剿ﾂ������1 剴���#�����#���������"�

キスイモドキ �0 ���������1 

オオキノコムシ �5 澱���r��"�5 

ミシンムシ �0 ������鳴�0 

テントウムシダマぐ �0 ���������1 

テントウムシ �5 唐���B��2�7 剴�2�17 

ホソカタムシ �2 �2��"��(����剴2�5 

フーバヒラタムシ �0 ������枇��ﾂ�剿ﾂ�1 

クチキムシダマシ �0 ���5 ������l 剴�B�22 

コキノコムシ �1 鳴�●　　0 鳴�������剿ﾂ�2 

キノコムシグマシ �0 ���0 ����(����"�剴B�6 

ナガクチキムシ �0 �2�4 �������"�剴"�4 

ハナノミ �2　　3 凵E1 ��R�"�鳴���"�剴"�3 

クビナガムシ �1 ���l 迭�������剴8������&ﾂ�

カミキリモドキ �2 �"�14 唐���S�����2�劍�ﾃ���27 

アカハネムシ ���1　2 �1 ��ﾃ���2�"�剴X����"�

アリモドキ ���1　1 �2 鳴��(����剿ﾂ�3 

二セクビポソムシ 鳴�"���0 鳴�l ���b���������剴������

ハナノミダマシ チビキカワムシ 冤 0 �"���9 0 鳴�綿�S"�剴R�7 

ハムシダマシ ���"���#��B�ﾂ���r����B�"�3B�2 �"�　0　0 O1010 剴������剴������"�

クチキムシ ゴミムシ●ダマシ �3 l �2�"�8 ��(������#���(����"�剴�r�39 

カミキリムシ ハムシ �1928 78 23 99 1216 �1 403 �(��2�33Ss3��Cs�3r��(����3�#��剴���"�3sc�3�"�3��Sc��

90 剴x���R��31 4 2 47 0 2 1 

ヒゲナガゾウムシ 劔1 �8��������B��(�8��"�剴2�・7 

オトシブミ 劔1　11　12 剴(���"�剴#2�25 

ゾウムシ 劔13　　19　　32 剴�(���b�剴S��106 

ナガキクイムシ キクイムシ 儖l 6　9 �1　0　1 6 剴�������剪���1 0 

不明 含曾　　　l �1　3 凵@814 314 剴(�������剴����11 l 

542し912981065　23631 劔田C�滴��"��1993 ��C����3C�B�
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義一12・誘・引幕の色別の稲敷および個体数(ベンジル)

科　　名 �7X��6���}��劔�7�5�6�8��Y}��劔��種・教’ 劍ﾌ(���ﾈ���B�刪﨟@敷 劍ﾌ(���ﾈ���B�

重 し4 1 ’0 0 1 3.: 0 4 2 0’ 6 1 8 僮)�h��ﾇb����h�b�・白色 佗b��色I白色i計 劍ﾇｩ�b�白色. 佗b�

オサムシ �2　　5 �4 迭�9 �(�����"��3 �"�5. 0. ��

l、ソエンマムシ 儖　　l 冤 ���1 �����������0 ���

工ンマムシ �1 鳴�0 鳴�1 �����������0 ���b�0 

ピシテムシ・ シテムシ �2 ��c(�b�0 ●2 �"�2 22 �(�������"�"�・3 �������3 
’2・之i 剴#���(���"��16 �34 

ハネカケシ �6. 偵b�lq �#"�32 滴����b�唐�9 ��S#R�●　34 

‾オキノコムシ コカネムシ �0. ���b��ﾃB�0 ���2�0 ������R�"�(�ﾂ����p 2 ���0 6 

2 ●0 �4 3・ �7 3 剴8�r�B�滴�b�2�

タマムシ 剴"����偵"�2 0 3 1 7 l 0 l �5 �8 

ホソクシヒゲムシ コメッキムシ �.1.・l・ �0二 ・・406 6 10 ���1 1551 6 15 2 ������0 153 0 8● 2 .4 .1’0 ����0 428 1 19 3 4 14 
●　4 偵�����CR�����途���途�ﾂ��#sR�ﾂ�

ビゲプトコメッキ コメッキダマン 儖l 511 12 Ol .24 00 剴R�ﾂ���2�途�ﾂ���2�"�����ﾂ�

ペニポタル ホタル・・・・ 鳴�ﾂ��1 ・1 �1 35 鳴�B��������B������B�����B�Cr�2�B�ﾂ�r��S�����"�������"����ﾃ��2���ﾂ�����B�ﾂ�C�B�

ジョウカイボン. かソオブシムシ 釘����32 0 �����2�#����ﾂ���b�����ﾂ���������"�r�������粤b���ﾂ�"���3sr�0 0 3 29 2 2 0 12 0 7 2 0 3 0 5 10 21 0 0 ll 0 2 し1 1 428 �0 �0 0 5 19 1 5 0 12 0 11 1 0 4 0 0 1 3 3 0 0 ,0 l 2 3 82 �0 0 9 66 4 9 l 19 0 11 3 0 4 0 2 1 3 6 0 l 0 1 6 4 496 

コケヌスト 烹���B��ﾃ��ﾂ����ﾃB���R�"�ﾂ���"����"�縒�2�����ﾂ���ﾂ�"�ﾂ������8�b�B�������"�"�����0　●　0. �.0 0 9 2 l .0 6 0 7 1 0 2 0 ゴ 8 14 0 0 ・5- 0 1 9 l 51 剴��0 ���

カツコウムシ ケシキスイ ネスイム、シ ヒラタムシ キスイムシ オオキノコムシ ーントウダマシ ‾ントウム・シ ,、ソカタムシ 一バヒラタムシ コキノコムシ キノコムシ.ダアシ カクチキ●ムシ ¥ナノミ カミキリモドキ アリモドキノ ニセクビポソムシ ハナノミダマシ ビギカワムシ ¥ムシダマ・シ クチキムシ・ ゴミムシグマシ こキリムシ �1l・ 810 01 1.2 00 ●●35 00 02 12 00 13 00 02 28 ・13 00 00 22 ○○ 12 12 Ol ●●● 1619 劔�"�����"���R���專B�����"����S��ﾂ�ﾂ�"�������ﾂ�ﾂ�"����b�2�R�繧��������牝��3 11 1 l l 3 0 0 2 0 0 0 2 0 0 2 0 1 0 0 2 1 16 .6 1 l 7 1 2 l l92 �2��2�ﾂ�"���b���b�B�2���"���(�R�ﾂ�ﾂ�"���ﾂ�����"�2�#����2�b��2���"�.��;2�

カ、 ハムシ ヒゲナガゾウムシ オトシブミ. ゾウムシ・-・ ガキク・イムシ1 キクイムシ 明 合計 �4し2 1i∴3 04 311 0.0 12 13 76151 �35 3 6 .23 0 16 2 673 �#cc��#R��b�c#������#B��ﾃ�2�+Xv��h�9z(�ｳ#3CB�劔15 7 9 26 ◆0 3 l 1426 ����8�b�ﾂ��b�ﾂ�"�ﾂ�塔sｦﾂ�25 10 10 42 l 5 2 1297 
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次に各林分における優占種について誘引器の色による差が見られるか、即ち、優占種が黄色と白色

に何%ずつ分配されているかを百分率相関法(3)で求め、これに95%の信頼限界を付して表したの

が図-19、20である。

メチルについてみると(図-19).、ブナ林ではメスアカキマタラコメッキ、キパラヒメハムシ、ル

イスハナムグリハネカタシ、ニセケプカネスィ、ニセフタオビノミハブカミキリ、ニンフハナカミキ

リ、ヨツスジバナ来手リ、ナかヾヒメハナカミキI)が、ミズナラ林では、トゲヒゲトラカミキリ、

ケモンケシキスィ、ムネアカチビケシキスィ、ニセケプカネスィ、ヨツスジハナカミキリ、ニンフハ

ナがキリ、ナルヾヒメハナカミキリが白色で有意に多く輔獲された。この’ぅち、ヨツスジハナカミ

キリ、ニンフハナカミキリ、ニセフタオビノミハナカミキリは捕獲虫のほとんどが白色であった。ま

た、黄色で多く論題されたのはジュウジアトキリゴミムシとヨツポシモンシテムシのみであった。

ペンジルについてみると(図-20)、ブナ林ではメスアカキマタラコメッキ、ヨツスジハナカミキ

リ、ニンフハナカミキリが、ミズナラ林ではメスアカキマタラコメッキ、ヨツスジハナカミキリ、ニ

ンフハナカミキリ、ルリコガシラハネカクシが、有意に白色で多く輔獲された。このうち、ニンフハ

ナカミキリ、ヨツスジハナカ・ミキリは両杯分とも白色誘引器のみで補整されている。しかし、黄色で

多く捕獲された稲はみられなかった。

これらのことから、ニンフハナカミキリ、ヨツスジハナカミキリ、ナガパヒメハナカミキリ等は、

林分、誘引剤を問わず白色で非常に多く誘引されたことから、・白色に対すろ定性が強いと考えられる。

以上のことから、誘引器の黄色と白色で比較すると、色彩によって強く誘引される科が異なること

がわかった○このうち、カミキリムシ科など訪花性種群の多くは白色で多数蒲獲ざれた。黄色ではテ

ントウムシ科、ジョウカイボン科などが多く捕獲された。まなこうした傾向は、ブナ林とミズナラ

林にかても、メチルとベンジルにおいても同様であっ亙・

白色

0一二二一　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　100%

メスアカキマタラコ}ツキ

ヨブスジハナカミキリ

トゲとグトラカミキリ

ニンフハブカミキリ

.キパラヒ}ノ、ムシ

ノスアカネマタラコノツキ

ヨブスプハナカミキリ

トゲとケトラカミキリ

ヨツポシモンソデムソ

ニンフハブカミキリ

ニセシテホシカミキリ

カシワクデブトゾワムシ

ルリコカシテハ入力クシ

100乃 50

ミ　ズ　ナ　ラ　林

図-20　優占種の百分率相関図(ペンシル)
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トゲとケトラカミキリ

キバネホソコメッキ

メスアカキマタラコメッキ

ヨツポシモンシテムソ

キパラと}ハムソ

ルイスハナムグ町、ネカクン

ニセケプカオスイ・

三七フタカピノン、ナカミキリ

ケモソケンキスイ

ニンフノ、ナカミキリ

ヨブスタハナカミキリ

ナカバとメハブカミキリ

100%

トゲヒケトラカミキリ

キバネホノブメッキ

メスアカキマタラコメッキ

ケモソケンキスイ

ムネアカチビケンキスイ

ヨリボシモンシテムシ

ニセケプカネスイ

コツスの、ナカミキリ

ルリコガンラハネカクン

ニシフハナカミキリ

ムネスジノミゾウムシ

カツワクデブトゾウムン

クスイロクチキムシ

ナカバと}ハナカミキリ

ツヤケンハナカミキリ

クエクプアトキリブミムソ

ニセノラホンカミキリ

オオクチキムシグマシ

図一19

100% 50

ミズナラ林

優占種の百分率相関図(メチル)
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2.3.誘引器間の類似度

各誘引器で輔寧された甲虫目群集の類似度を木元のC乃指数(3)によって算定し、これをもとに

各誘引器問の類似的係を表す類似マトリックスを衰「3に示した。これをM。untf。「d法(3)はっ

て謡分析を行ったのか図-21である。こうして得られたデンドログラムは類似関係を階層的に示すも

のであり、今回はC汀の平均値を基準とし、それより類似度の高い群集どうしを同質謡集として扱っ

たoそ●の結果∴サ林では誘引剤の違いにより2つのグループに分けられたが、誘引器の色による差

はあまりみられなかった。
一方、ミズナラ林では誘引器の色によって異なり、白色誘引器ではさらにペンシルとメチルでグルー

プが分けられたoこのことから、誘引剤と誘引器の色の組み合わせによって群集構造に違いがみられ

ることがわかった。

表-13　誘●引幕間の類似マトリックス.

ベンジル(白) 偵�纉c2� 

メ　チ　ル(黄) ��縱#r�0.637 ��

メ・チ　ル(白) ��繝#��’0.780 ��繝c��

ベンジル(黄) �7�985x8ｲ迂"��メ　チ　ル(黄) 

ミズナラ林

1.0

朝飯殿指数

●べソウル黄色

○ペンシル白色

▲メチル韻色

△ノデル白色

●ペ言ノゾル質色

▲ノチル旋色

○ ペンシル白色

△メチル白i色

今回行ったブナ林、ミズナラ林の調査ではペンジルがメチルに比べ極致、個体数とも多く捕獲され

ることが確認された。しかし、多様度や溺構成などから、ペンジルはメチルに比へメスアカキマタ

ラコメッキ、ヨツスジハナ来手リなどの特定の種を強く誘引することが確認された。

また、誘引器の色により捕獲虫の謡構成に差がみられたことから、今後は調査対象とする甲虫群に

適した誘引器の色と誘引剤との組み合わせを検討する必要がある。

ま　と　め

ガ林およびミズナラ林において、メチルフェニルアセテート及びベンジルアセテートを用いた誘

引試験を行い、輔獲された軸類をもとに、輔成、季節変動について検討したところ、次のことが

わかった。

工・ブナ林およびミズナラ林で捕獲された昆虫類

l・ブナ林では9目、6014頭、ミズナラ林では9目、6601頭の昆虫類が捕覆された。

2・このうち、ガ林では双題目、輔題目、鑓題目の順に個体数が多かった。ミズナラ林は、鞘題目、
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双題目、鱗題目の順に多く、雨林分ともこの3目で全体の95%以上を占めた。

3,昆虫類は、早番は蟻題目が、春から夏は鞘題目が、秋は双題目が多く、季節によって目構成は大

きく異なった。

4.鞘週目はブナ林で49科、221種、2363頭が、ミズナラ林で53科、273種、3404頭と種数、個体数と

もミズナラ林で多く捕獲された。

5.謹多様度はブナ林がミズナラ林より高い数値であった0

6.科別にみると、ブナ林、ミズナラ林ともカミキリムシ科、コメッキムシ科などの訪花性を有する

種群で種数、個体数が多かった。

7.相対頻度は、構成種がブナ林では12種の優占寵、26淫の普通種、182種の少数種から、ミズナラ林

では18種の優占種、20種の普通種、236種の少数種から成りたっていたo

8.ブナ林、ミズナラ林ともトゲヒゲトラがキリ、キバネホソコメッキの優占度が極めて高かったo

9.ナガタマムシ類は黄色で、ハナカミキリ類は白色で多く捕獲される等、誘引器の色彩によって捕

獲される軽輩が異なった。

10.個体数の季節変動は、少数の優占種によって大きく影響される0

Ⅱ。ベンジルアセテートおよびメチルフェニルアセテートで捕獲された昆虫類

1.ブナ林では、ペンジルが10目、4醜頭に対しメチルが8目、4014頭の昆虫類が捕獲された。ミズ

ナラ林では、ベンジル8目、2942頭に対しメチル8目、3294頭と誘引剤による差は認められなかっ

た。

2、ブナ林、ミズナラ林ともメチルでは双題目が60-70%と最も多く、次いで鞘題目の20%程度であ

った。これに対し、ペンジルでは鞘題目が必-57%と最も多く、次いで双題目、鱗題目となり、個

体数構成は誘引剤により異なった0

3.鞘題目はブナ林でメチルが34科、112種、823頭に対しベンジルが36科、151種、2344頭とペンジル

が積数、個体数とも多かった○ミズナラ林ではメチルが38科、14掴、774頭に対し、ペンジルが36

科、154種、1297頭と積数では差がみられないが、個体数はペンジルが多かった。

4.謹多様度はブナ林、ミズナラ林ともメチルが高かった。

5.C乃指数に基づくデンドログラムから、ブナ林では誘引剤の違いにより、ミズナラ林で癌誘引器

の色彩により、2つのグループに分けられた0
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鞘週目目録

種　名

オサムシ科　Caral)idae

αわodessp.1

のめodes印.2

Coわodes印.3

αわodes sp.4

Lebiα舟ocaMoRAWITZ　エソハネビロアトキリゴミムシ

Lebiα,re行O布sc加のMoTSCHUI,SKY　ジュウジアトキリゴミムシ

長biαSp.

Lβb羅αbこocL!lαtαMoRAWITZ　フタツメゴミムシ

Leb故aoctogr{克tαめMoRAWITZ　ヤホシゴミムシ

励reJ狐fJぽr布手のね(BATES)オオヨツアナアトキリゴミムシ

ゴモクムシ族SP.1

ゴモクムシ按sp.2

ホソエンマムシ科　Niponiidae

Nわo扉uおmpressjcollisLEWIS　ホソエンマムシ

ェンマムシ科　Histeridae

Holo互加a肌α「er最sRE工町ER?オオヒラタエンマムシ?

HoIoZe坪のdapressaLEWIS　ヒラタエンマムシ

チビシテムシ科　Catopidae

C加apsczr呼LS証αrsisJetuis江EANNEL　ルイスチビシテムシ?

∽qps樹le「こKRAATZ　ヒレルチビシテムシ

Pr読oc厄eccz庇r77耽7tdiPoRTEVIN　オオタロチビシテムシ

Sp.」

Sp.2

シテムシ科　Silphidae

N料apんorztsmo訪ひ略聡LBWIS　ヒメモンシテムシ

NZcTqPんorLCSgL4edrわ聞c餌trsKRAATZ　ヨツボシモンシテムシ

ハネカクシ科　Staphylinidae

Aleocんara sp..

E近bdelusjapo7"CusSHARP　ハイイロハネカタシ

E四方ale「地肌le標高(CAMERON)ルイスハナムゲ)ハネカタシ

E四九derm印rallelu肌(SHARP)キイロハナムダリハネカタシ

丘reaperαS扉o(SHARP)タテミゾツマグロアカバハネカクシ

Lo「d高畠0れSp.

Megdopaederus,e読s;(CAMERON)コアリガタハネカクシ

栃重刷4S,eucQ/。訪a弛SLEWIS　シラオビシテムシモドキ

N沈fob壷qpJcわer証sSHARP　ツマキッヤナガハネカクシ

OのpuS♀p.?

O庇holes亡esgrt2Cilis(SHARP)サビハネカクシ

0卸町びS高ar邸lα肌SHARP　ハスオビオオキパハネカタシ

珊Io融useya承ivrds(FABRICIUS)ルリコガンラハネカクシ

Piestorleu)S/eu)is諒SHARP　オオヒラタハネカクシ
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種　名

Sをedop届ussp.
.Stqp砂妨鳩paga庇s SHARP　アカバハネカタシ

Vel巌ussetosL4SSHA早P　コクシヒゲハネカタシ

Zeteofo肋竺肋撮im雌(BERNHAUER)ズナガホックピ今ネカタシ

Sp.1

坤.2・

Sp.3

や.4　　　　　　’

ナリズカムシ科・Pselaphylinidae

Bα高sodessp∴

アオキノコムシ科　Scaphidiidae

&op毒d訪れ木r7r叩oleLEWIS　ヒメタロデオキノコ

&qp近so柵や　　　　　　　　　・●

&qp柾som上れi坤.

コガネムシ科　Scarabaeidae

B祝ape手と庇orie融Olis(WATBRHOUSE)セマタラコガネ

DαSyZ,α細LSCめercz宛血s(LEWIS)トゲヒラタハナムグリ

殿4Ce亡o肩αPili加m(MoTSCHUI.SKY)ハナムダリ

転6to扉αrOelq母(HAROLD)アオハナムグリ

G短yphaJ]afu九,最e肌J7mMoTSCHU工,SKY　タロハナムグリ・

.Gr}Or手刷ssL4bapaαSMoTSCHULSKY　アオアシナガハナムクリ

Hapliamoere宣sWATERHOUSE.タロア.シナガコガネ

Maわあ舶Cα批肌eα(A瓦ROW)アカビロウドコガ本

塩Zede「αSeCreCa(BRENSKE)マルガタビロウ・ドコガネ

N壷orroL,。勘s。ng耽読ollis(WATERHOUSE)ヒラタハナムグリ

O庇hap厄grt4SCZ亡erWATERHOUSEクロマルエンマコガネ

Onyceco通近肌de(FAL。FRMANN)コアオハナムグリ

励最高i雌dee庇2i(HAROLD)オオトラフコガネ
・鹿「王cα’-・(boQpS群)印.I

Se元cαSp.

捷亮cd毒α(け毒m売α群)や

ヒラタドロムシ科Psaphenidae

Cap厄esr侵弛sbreひis;(LEWIS)マルヒゲナか、ナノミ

タマム,シ科　Buprestida.e

Agr融S印、1

Ag「ilus坤、2

Agril比s sp.3

Ag「jl涼や.4

Ag「ilussp.5

Ag売lαSSp.6・

Agr混S印.7

Ag「il聡や.8

CbraebzJSZs筋αrαiY・KUROSAWA.サどすカボソタマムシ

7+αCんys施rこolarjsE.sAUNDERS　タンタラチEr.タマムシ
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種　名

ホソクシヒゲムシ科　Ca11irhipidae

Hor。Coce「日高eo壷aLEWIS　ムネアカタシヒゲムシ

コメッキムシ科　Elaterida.e

Ac亡e高ce「zJS mOdes弛s(LEWIS)ヘリ・アカシモフリコメッキ

Ar呼edusJqpO毒cusSILFVBRBERG　アカアシクロコメッキ

Ampedz4S ueS近め(LEWIS).ケプカクロコメッキ

A叩ped雌や.1

Arnped聡や.2

A沈oむsecessus CANDEZEクロツヤハタコメッキ

De肩collis訪朝近地s(LEWIS)ミヤマペ三つメッキ

Doleroso爪usg7tZC;l」s(CANDEZB)キバネホソコメッキ

及zJLOidespzJe融s(CANDBZE)シリブトヒラタコメ・ツキ・

及高uLISSerjceus(CANDEZE)カパイロコメッキ

Ga肌br諒rskroαCzj(CAEDbzE)フタキボシカ・ネコメッキ

Ga肌br訪us L,元cc血s(CANDEZE)タテジマカネコメッキ

GcL77pepe庇んesz,erSわellis(LEWIS)メスアカキマタラ三メッキ・

Hclrm壷L4SgαlloisiMIWA　ガロアムネスジグンタラコメッキ

焔b肋eα印prO元m伽S(LEWIS)キアシヒメカネコメッキ

K王bα舶αe最肌乙a(しEWIS)ムラサヰヒメカネコメッキ

Lacor}PαrαllelzJS(LEWIS).1ガタノサピコメッキ

MelaJ}O弛S COrreCtZtSCANDEZE　ヒラタタロクシコメッキ

MelczJIC)!捗友gα蝕SCANDEZEクシコメッキ′

軸.「czcα「訪apんorzJSoI氾CL,SLEWISクロコハナコメッキ

&ucelZo±九ozJSSZ庇rCZ杭(CANDEZE)ホソチャイロツヤハタコメッキ

鋤roねlus好oueo短us(LEWIS)コガネホソコ・メッキ

Ste7噌gOS弛oL肋b「α妨s(LEW工S)オオツヤハタコメッキ

V訪Ie蝕S u諒djs(LEWIS)ミドリヒメコメッキ

Y疎oar脇cαr訪ねo雄s(LEWIS)へリムネマメコメッキ

♀p.1

坤.2

ヒゲプトコメッキ科　Throscidae

Actlo,2O訪rosczJS/ongztlzJS(WEISE)ナガヒゲプト●コメッキ

コメッキダマン科　Eucnemidae

B串y弛sjQpOne料s(FLEUTIAUX)ヒメフトコメッキダマ・シ

Bio均′l聡s説lこsHISAMATSU　ニセヒメフト’コメッキダマン

D拐aguspec訪cbr毒sHISAMATSU　フチトリコメッキダマン

Di「hagus sp・

DirrhagQ佃rsL4SJe~元si(FLEUTIAUX)ナがゾコメッキダマシ

Dro′γ脇eOIz,Sbreひ互)eSFLEUTIAUX　コヒメミゾコメッキダマシ

Dro「関。OIz,Sjqpo庇rlSisFLEUTIAUX　スジヒメミゾコメッキダマン

Dron調。。Ius扉印o脚SjsFLEUTIAUX　ニホンヒメミゾコメッキダマシ

Dromaeolusrk旬IzJSFLEUTIAUX　ツヤヒメミゾコメッキダマシ

D「omae〇九s sp.1

Fomc耽cousobr諒礎H丁SAMATSU　ヒメ・チャイロコ・メッキダマシ
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種　名・

Fbr7職工Z元ctorFLEUTIAUX　オオチャイロコメッキダマン

申b汀はエSp.

ftyloc厄res har77nd FLEUTIAUX　オニコメッキダマン

ZZ料ocoelzJShar棚LO朋ガFEUT工AUX.ヒゲポソヒメコメッキダマシ

敬ocoel云厄r77ra耽Zj FEUTIAUX near

ヒゲポソヒメコメッキクマシの近似種

母斑のCOeαSや.1

敬ocoelus坤.2

Iあゆoめe庇SSp.3

Hうpocoe近s sp.4

旦岬OCOされssp.5

J;o「h事s/oひeotαHISAMATSU　ホソナガコメッキタマン

D輸○エツlobαS印.

別acapusr毒γC融塵i(HISAMATSU)キイロナカミゾコメッキダマシ

月んzcopttsmodes弛s(FLEUTIAUX)トゲナカミゾコメッキタマン

..Z袖eにapusJ}jg「れzJS(HISAMATSU)タロナガミゾコメッキダマシ

月厄copusや.

Tt,rieoja6icoIo「HISAMATSUetM.sATO

メスグロミゾコメッキダマン

X〆o抗rso諒JFLEUTIAUX?アイヌツヤハタコメツ.キダマン?

べニポタ’ル科・Lycidae

G九dres2ch「a{玩拐(WINKLER)マエアカクロペニボタル

Libr2c壷g「C扉eollis(KIESENWETTER)コタロハナポタル

Meso短usocro中卒(KIESENWE町ER)ホソペニホタル

HαCeros庇s哲αZ胸iNAKANE　ニセタロハナポタル

Xylobα朋,S元po毒cusBomGEOIS　ヤマトアミメホタル

.ホタル科　Lanpyridae

L読d玩α6±)lQ加tα(MoTSCHUI.SKY)オパホタル

ジョウカイボン科　Canth。rida,。

A庇耽捗edzJstico雄s(KIESENWETTER)ムネアカクロジョウカイ

Ar侵肌ellus高rrs近sus(HAROLD)ウスチャジョウカイ

A沈gr弛satd轟c擁s(KIESENWETTER)タロジョウカイ

A沈e′7mSSL加re/lus(MoTSCHULSKY)ジョウカイボン

Athe77us証e妨us(KIESBNWETTER)セボシジョウカイ

Mo硯irLtJSJapO毒cusOHBAYASHI　ギアシソマキジョウカイ

Mo克九九聡斗・

施Icんod3S克rcctap鼎SWITTMER　ホソチビジョウカイ

M乙l亡んodessp.

PodabルS印.1

PodabrαS印.2

王もdめれ侭や.3

1わdαb7αSSp.4

Iわdαb枇SSp.5

Sきe融んem鳩be視s(KIESENWBmER)クリイロジョウカイ
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種　名

肋er71αSeyOJ碑X2肌[sMoTSCHULSKY　アオジョウカイ

カツオプシムシ科　Derm6stidae

T加odes“rL4fesceusREI門ER　チビケカツオナシムシ

シバンムシ科　Anobiidae

不明
コクヌスト科　Trogossitid能

1砂m4lL/SPar読c印sLEWIS　セタカコクヌスト

カッコウムシ科●　Cleridae

Cledisc準obedscusLEWIS　ホソカッコウムシ

Neoclerus or7地元克sLEWIS　モンサビカッコウムシ

CわZIo car読a亡usLEWIS　キオビナガカッコウムシ

S壇iv訪nmrt擁e繭IGAクロダンタラカッコウムシ

ジョウカイモドキ科　Melyridae　　　　　　　　　　　`

A的短JapO扉czJSKIESENWETTER　ヒメジョウカイモドキ

αtsus印ecねbi揖LEWIS　コケシジョウカイモドキ

DasytesJapO庇雌KIESENWEFTER　タロアオケシジョウカイ

ケンキスイ科　Nitidulidae

Ae訪れα壷0耶p元的NAKANE　コクロムクゲケシキスイ

Aねrp硫佃sc王cL!laねRE工TTER　ケモンケンキスイ

Co7pOp九沈購Sめ諒cusREI調E東　ハラ・グロデオキスイ

鋤やqp万とl捗壷aれ騰RE工mERトドデオキスイ

CircapessL血rαlこs(REITTER)チビムタグケシキスイ

Cdycん「αmJ4SdorsalisRE工FTER　キイロセマルケシキスイ

Cyllodesdub壷(REImER)ニセクロマルケシキスイ

Cyllodes混erc庇S(REITTBR)ツキウマルケシキスイ

幼め手のeα箪).1

凪弛「αeαSp.2

伍)α「aeαSp.3

庫)職能eαSp.4

磁)柳のeα坤.5

上砂u「臓αSp.6

Iわu雌のSp.7

助成榔eαSp.8

耳p章ノrOβαSp.9

互か穐ea Sp.10

厨最αUα壷losaREIⅢERクロヒラタケシキスイ

LibrodorrT布,e庇ris(REITTER)アカハラケンキスイ

LめrodorsL/bの′lir近rねusREITTER　ツツオニケシキスイ

Me娼e訪es#c読co雄sREITTBR　ムネアカチビケンキスイ

Me掲eとhes厄roldjRE工TTERドウイロチビケンキスイ

施履ethes他rbidescerrsEÅSTONトゲナシホソチビケンキスイ

軌ッsoro毒αexpla枇加REITTER　キノコヒラタケシキスイ

Pocadites d±lα訪7脇J弛s(RE工FTER)ウスオビカクケシキスイ

ネスイムシ科　Rhizophagidae
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種　名

R毒zap庇哲O擢skQiirれaiNAKANE et HISAMATSU　ニセケプカネスイ

月癌わp庇gr/Sjapo毒cL4SREITTER　ヤマトネスイ

B席料hagL4S rlObilisLBWIS　ムナビロネスイ“

ヒラタムシ科　Cucujidde

栃とolα稀売場「oon融榔(丑EmEB)タロホシチビヒラタムシ

1セdZacL4SJqpb扉cαS REITTER　クロムネギカワヒラタムシ

キスイムシ科一Cryptophagida-9

AJ克herap梗s扉grZco77毒s(FABR工CIUS)ハナパチャドリキスイ

キスイモドキ科　Byturidae

βy亡くLrZtS aff読isREITI`ER　キスイモドキ.

ムタダキスイ科　BiphyllidaLe

Bわ砂地s庇merczlis(REImBR)カタモンムクゲキスイ

オオキノコムシ科　Erotylidae　　◆

A14/ococ硯zJSJqpO扉cL4S CROTCH　カタモンオオキノコ

巫)iscqphagor庇77毒LEWIS　ミヤマオビオオキノコ

励CrわhacubeI℃ZJl王手ous(LEWIS)ヨツボンオオキノコ

M定roster71Z/SPeI二fora庇s(LEWIS)べニモンムネビロオオキノコ

Neotrip血z orlαto'LEWIS　タロハパビロオオキノコ.

Neoこ「わめェわ妙高王(C只OTCH)アカハパビロオオキノコ

2十をZoェdiscico雄sLEWIS　セモンチビオオキノコ

TナわめJ弓(坤Or竜cz CROTCH　ホソチビオオキノコ

ナナわめェ故地肩(CHUJO)キスジチビオオギノコ

コ十わあェs拐手をa SoしSKY　シベリアチビオオキノコ

T証oI7耽cenC九ris(LEWIS)コモンチビオオキノコ

でナitor地r加o71erlSis(LEWIS)クロチビオオキノコ

不明　●

ミジンムシ科　Corylophidae

ArthrO毎sobわ7事gusMATTHEWS　マエキミジンムシ

テントウムシグマシ科　Endomychidae

.Endo肌ychusgorたa扉(LEWIS)ルリテントウダマシ

Mシce諒αCLI7調b羅sGoRHAM　キボンテントウタマン

テントウムシ科　Coccinellidae

Ctzんiαdecemg叫とoto(LINNE)シロトホシテントウ

卑近erαapis/apo証cα(CROTCH)フタホシテントウ

N唾v庇spんosphoI-聡(LEWIS)アトホシヒメテントウ

Nむ庇syotsLmOrl(H.KAMIYA)ヨツモンヒメテントウ

Pserdoscz伽r耽SSebos巌(OHTA)セボンヒメテントウ

.Pse(rdoseym皿sdar加(WEISE)ハレヤヒメテントウ

捷yγr肌usC九可oiSASAJI　チュウジョウヒメテントウ

&ym硯tsj呼r諒cusWEISE　タロとメテントウ

Sも棚雌癌のαmu近(OHTA)カワムラヒメテントウ

Sdym刑sposr竜c最sS工CARD　コクロヒメテントウ

V[b窃αduodeciIrZgL祝α事α(PoDA)シロホシテントウ

ホソカタムシ科　Colydiida.e

ー44鵜
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謹　名

Cico碓S OC【lめczJS SHARP　メダカヒメヒラタホソカタムシ

Cico′雪印

CoIobjcL4S杭r弛S(RossI)ヒラタホソカタムシ

劫dapんloezJSSerrC融SSHARP　ノコギリボツカタムシ

Gbp九〇cT⊃pt騰平

Neo高cんzJS杭spidus SHARP　サンゲホソカタムシ

破れ拐el料峨Uこl乙s(SHA且P)ツヤナガヒラタポッカタムシ

算定旬pんol王sひa「蜜α亡a(SHARP)マタラポッカタム・シ

テパヒラタムシ科　Prostomidae

Prostomis;aco亮s REITTER.デパヒラタムシ

コキノコムシ科　Mycetophagidae

Li亡の桝Sp・

・Mシcetqp塵や・

Pα「αbqptLS亡eSir舵guZorisMIYATÅKE　チャイロヒゲポソコキノコムシ

Pα粗bQ〆istes/e【元[(REITTER)?ウスグロヒゲポッコキノコムシ?

P臼rczbqpiistes Ze最si(REI町ER)near

クスグロとゲポソコキノコムシ近似種

キノコムシグマシ科　Tetratomidae

Abs祝融J。po扉cα(MIYATAKE)マタラキノコムシグマシ

蓑庇九ejaIXmMARSEUL　モンキナガクチキムシ

耽i「cLtOr71C=robL4C嵐NAKANE　キムネキノコムシグマシ

ナガクチキムシ科　Melandryidae

A五so砂aco扉cico雄sCHAMPION　ヒメホソナガクチキ

Dirccreae「otヅlo履sLEWIS　フタオビホソナガクチキ

HoIoscrop九zts/elJ元siCsIKI　ヨツポシヒメナガクチキ

Orcんesjaelega加Z庇LEWIS　アヤモンニセハナノミ

O子でんesiα読売伽sLEWIS　アカオどこセハナノミ

C)rches;a oc最α「王sLBWIS・カパイロニセハナノミ

Pんloeo砂のObsczJrα(LEWIS)Erロウドホソナガクチキ

Pたloeoわ,Or呼jco雄sMARSEULクロホソナガクチキ

Scenoキy融±rialbQ/asciね(HAYASHIe七KATO)ミスジナガクチキ

ハナノミ科　Mordellidae

晩「dellのr王a sp.

Mb「de描けa ko施i(ToK珊工)コイケヒメハナノミ

Mo「del祝aγαma柵Oあま(NoMURA)ヤマモトヒメハナノミ

Mordel祝a(Pseudo肌o「de雄scer榔)ap..

Mo「de雄scems庫roz近NoMURA　シロウズクロヒメハナノミ
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種　名

や.8

クビナガムシ科　Cephaloidae

C*pん。IoorlPOlle鵬(MoTSCHUrsKY)クビナガムシ

カミキリモドキ科　Oedemeridae

AsclerαbrlLlmeをe肋isLBWI:ハネアカカミキリモドキ

Oede′71,erOr毒m4読cato(LEWIS)キアシカミキリモドキ

Oueome高城auerrosα(LBWIS).マタラカミキリモドキ

Xa庇九oc九roαko71OiNAKANE.コウノカミキリモドキ

アカハネムシ科　Pyrochroidae

Psetrねyyrocんroa o±rわe7証s(LBWIS)ムネアカタロ了か、ネムシ

Pstudapyroc万roα元porLica(HEYDBN)オニアカハネムシ

Psezrdapyroc九roa L/eS克/lt他(LEWIS)アカハネムシ

Pserdapyroc九roα短er訪s(MoTSCHULSKY)アカアシアカハネムシ

アリモドキ科　Anthicidae

A庇柾comor加LCSr加o扉c榔LEWIS　タロチビアリモドキ

A庇疑omorp庇s s妬L4rulisLEWIS　へリアカアリモドキ

Ari妬cus/呼ie71SMARSEUL　アカホソアリモドキ

Mあra加iα/宛ひ近ilisLBWI:コクビポソムシ

ニセクビポソムシ科　Aderidae

Pse関わわめ0「雌や.

ハナノミグマシ科　Scraptiidae

Ana王かs万0成αlis(しINNB)オオクロフナガタハナノミ

Aれaよかs.有朋gαわKoNO　コフナガタノ、ナノミ

A′一aa〆sI71αrSeZJ瑳CsIKIクt]フナガタハナノミ

クチキムシグマシ科　E上aca七idae

ElαCCZあたrczaあ(RB工叩ER)オオクチキムシグマシ

チビキカワムシ科　Salpirigidae

Lissodemade庇a他肋LEWISクリイロチビキカワムシ

ハムシグマシ科　Lngriida.e

A「読手om2C「aU壷dissZJ7職LEWIS　アオハムシグマシ

壌7読売g7ico11isHopE　ハムシグマシ

施croZQg竜,n布)b「z,JZ,JZ名a(MARSEUL)ナガハムシグマシ

クチキムシ科　Alleculidae

AllecL4la mela地riaMAKLINクチキムシ

AlleczJlasjmZoI。LEWIS　ウスイロクチキムシ

A妨culα坤.

均meγ融竜z#高coIorNAKANEクロツヤバネクチキムシ

ゴミムシグマシ科　Tenebrionidae

BαSa耽serodyloidesLEWIS　ヨツボンゴミムシグマシ

P短ydema庇r。maNAKANE　マルツヤキノコゴミムシグマシ

S打0確り戒踊れを0広地肌LEW工S　タロナガキマワリ

不明

カミキリムシ科　Cerambycidae

Acαlo佃)taSe/肋cto(BATES)二七ビロウドカミキリ
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種　名

Arz<Zgl)p比SmOきsu訪最dHAYASHI　マツシタトラカミキリ・

AJLast通略CJliascotodes(BATES)ツヤケシハナカミキリ

Cbrymbios!JCCedαrZCa(LEWIS)アカハナカミキリ

Cyrtoc短uscap「OidesBATES　キスジトラカミキリ

Demorしの:打aJISiljs BATES　トゲヒゲトラカミキリ

D諒apteru扉耽れ(GEBLER)ヒナルリハナカミキリ

Dis来航わgr(最lis(BLESSIC)ホソカミキリ

E沈ec「Qp庇cんrJ,SOChloris(BATES)ハンノアオカミキリ

E庇e打qp庇oceloto(BATES)ヤツメカミキリ

GαZJrOteS doris BATES　カラカネハナカミキリ

GlerLeα舵l最cz PASCOE　シラボシカミキリ

Grcz77map亡era C厄dy虎ella BATES　チビハナカミキリ

HdyαS毒c砂地soc訪u融s(KRAATZ)カンボウトラカミキリ

肋os打αrlgαlioco庇racね(BAT隣)ミヤマホソハナカミキリ

JQ卯nOS加orlgα比de庇cl互er山sPIC　ヒゲジロハナカミキリ

J山dolio co771eteS(BATES)マルガタハナカミキリ

Jndoli蛮abclngi(PIC)ヌパタマハナカミキリ

Leapuss最短us(BATES)ゴマタラモモプトカミキリ

Le柵庇dec轟erlSBATES　キバネニセハムシハナカミキリ

Le肌最cL rて雄訪orαエPIC　ピック二七ハムシハナカミキリ

Lqp弛ro Oe掘apsPoDAクロハナカミキリ

Lep寝相肌おれこcaPANzE買　ヤツホシハナカミキリ

Lq九蘭ra OCん「ace。加sciα亡aMoTSCHULSKY　ヨツスジハナカミキリ

L印寝rα扉ccuio(BATES)フタスジハナカミキリ

MeJ舵Sねs勘助L4rαね(GEI3LBR)キモンカミキリ

Mesosα「7ayapS(DAI,MAN)ゴマフカミキリ

MorlOC厄musszJ切2SC王αCzJS(BATES)ヒメヒゲナガカミキリ

0berea;Iれ肋jgresce71SBREUNING　ポッキリンゴカミキリ

PdrtlC短us鋤ccJl他sBATES　シロトラカミキリ

王bras亡手のrlgαljs砂mp硯の(BATES)ニンフハナカミキリ

王も舵α亡eけqpたae元m注(BATES)フチグロヤツホシカミキリ

励reu彊rqp九αS諒最a礁(BAT既)二七シラホシカミキリ

P砂77調とodestes毎ce聡(LINNE)チャイロホソヒラタカミキリ

Pide毒czoegrota(BATES)チャイロとメハナカミキリ

励do扉αg「al庇壷(BATES)オオヒメハナカミキリ

PidoniαiI刷とのrαねP工C　ヨコモンヒメハナカミキリ

Pido毒αr7r読uaiMATSUSH工TA　ミワヒメハナカミキリ

PEdo7最zs軌的手の(BATES)ナガパヒメハナカミキリ

Pido読αSi77t,illi77tαOHBAYASHIet HAYASHl

二七ヨコモンヒメハナカミキリ

P!do毒c江eSねCeα(MATSUSIIITA)ニセフタオビチビハナカミキリ

PriorLus usLtlcLris MoTSCHULSKY　ノコギリカミキリ

Psap庇c寝s rer7互gerHAROLD　コバネカミキリ

PseLtdoI。S亡eJ7脇misellα(BATES)チャボハナカミキリ
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種　名

PteroIopんあgrur説克ね(MoTSCHUI.SKY)アトモンサビカミキリ

P亡erolap巌ajL(gOSa(BATES)ナカジロサビカミキリ

兄rpzJrZce硯S$PeC亡のbiljsMoTSCHULSKY.ヘリグロペニガミキリ

B九〇dqp諒a最egγわe中s(BAT既)マルパネコプヒゲカミキリ

別odqp諒a●leし元壷(BATES)セミスジコナビゲカミキリ.

月orr封biliss在per如na(BATES)トゲパカミキリ・

S打o71gtZIomo′加a加t元s(SoLS芋Y)アオパホソハナカミキリ

ftyb「α肌捗cja弛FmIMURA　ヒトオビチビカミキリ
ハムシ科　Chrysomelidde

A&sczJS友zt,i訪(BALY)クマツツハムシ

4gelαSα所g亘eapsMoTSCHUrsKY　キクビアオハムシ

Ap庇んo71aPermi職ttαBALY　ツナトビハムシ

Artん「o ztsr喝erMoTSCHULSKY　*ワリとゲナガハムシ

GISSidαuerSこcoIor(BoHEMAN)セモンジンガサハムシ

CカptOCap庇lus呼prO京mo弛sBAi,Y　バラルリツツハムシ.

CIつPtOCaphalussci拙聡BALY　カシワッツハムシ

Demoti地Sp.

E5OSOγrla#az元ne庇re(MoTSCHULSKY)キパラヒメハムシ

Eェoso/棚や.

冊e融のu貢aaImね(BAしY)クワハムシ

助mめ′瓦splqgioderojdes(MoTSCHULSKY)

ヒゲナガルリマルノミハムシ

Lc的屋`部qgroliαe(CHUJOet OHNO)ホオノキセタカトビハムシ

L最ocerispαルicollis(BALY)クビグロクビナガハムシ

NorLα庇研ocyoJleu朋BALY　ルリマルノミハムシ

Oo柵o′Pho;desc坤reα他S(BALY)ツヤハムシ

f)v-Thalねes。癌KIMOTO　エクリパケプカハムシ

め,rHualtc高aI7ae「CLlis(CHEN)サンゴジュケプカハムシ

Pyr高庇沈osem函chα(JACOBY)サクラケプル、ムシ

釦e仰llperusr塵,O確usjs(LABOISSIERE)ヒゲナガウスパハムシ

fシ7浸きO6reu訪jb止lisKIMOTO　ヒメカパノキハムシ

T高cんoc亙yseαjqpa舶(MoTSCHULSKY)トビサルハムシ

ヒゲナガゾウムシ科　Anthribidae

Aphali毒のdeb拐s(SHARP)キスジヒゲナガゾウムシ

Hめrissuseyli融cus(SHARP)ッッケナガヒゲナガゾウムシ

Li書oce「zJSCOm批毒sJoRDAN　ハイマタラカギパラヒゲナガゾウムシ

L克ocer恥/o糊sSHARP　カオジロヒゲナガゾウムシ

Sp.1

紘).2

箪).3

オトシブミ科　Attela.bidae

Adero砧r母SCrioceroidesRoELOF`S　チャイロチョッキリ

Apode「雌e′ツ沈「og叔e「VoししENHOVEN　ヒメタロオトシブミ

ApoderαSjehe拐RoELOFS　オトシブミ
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種　名

ApoderzJSr品dusMoTSCHULSKYクスアカオトシブミ

AzJletob壷sαbmoc叫かus(SHARP)モンケシップチョッキリ

Byc諒c!公佃`StjSHARP　ファウストノ¥マキチョッキリ

BycciscuspzJberz克sTqgOljs(RoELOFS)ベニホシハマキチョッキリ

C沈OmSCropんez/SC旬oiVoss　マルムネチョッキリ

CycrLa所oC九edsroelQfsi(HAROLD)エゴツル●クビオトシブミ

DcpαSQp庇Iusaper弛o(SHARP)/用デオチョッ・キリ

Depo「cuszJ7定coIor(RoELOFS)コナライクビチョッキリ

E喝7昭mp樋/laL,加sSHARP　キアシホソチョッキリ

EzJapSPZmCtαtoS高αioMoTSCHULSKY:ルリオトシブミー

励rr脇tOlabuscapreLCS(RoELOFS)ピロウドハマキチョッキリ

加。l。u庇si略煩わ壷(RoE調FS)マタラケプカチョッキリ　・・

MechorZsL4rSZJlus(RoELOFS)ハイイロチョッキリ

Ne。C。e仰「「加批S∞Si朋j揖(RoE工DFS)カシルリチョッキリ

p。「。打の。庇Iqpたorus/ongicor77is(RoELOFS)ヒゲナガオトシブミ

PczraplapoderzJSPα「α助s(VoLLENHOVEN)ゴマタラオトシブミ

P碇l。d。SrT4有oem云RoELOF`S　アシナガオトシブミ

ゾウムシ科　CuI:Culionidae

Arros諒zJJSdecorafroBAT且Sトゲアシゾウムシ

Ba元sd料iloね(SoLSKY)シラホシヒメゾウムシ

Ba亮srubrjcdtoHusTACHE　タテスジアカヒメゾウムシ

Bαrおsp.

C加。;liastr宙collisRoELOFS　ツツゾウムシ

Coeliodesr櫓たa7roenSZsHusTACHE　オビアカサルゾウムシ

Cosso扇r職e印.キクイゾウムシ亜科sp・

Cosso乃uS Sp.

C助克Or砂柾庇selec他S(RoELOFS)マタラクチカクシゾウムシ

.cry〆Orめ雁庇s/asc庇lα嬢(RoEIJOFS)ハスジクチカタシゾウムシ

のゆsわれ騰CαS加e騰(RoEしOFS)クリイロクチプトゾウムシ

αrcz/ljo corlUe則s(RoELOFS)セタカシギゾウムシ

C初でuliodjs互画e通zJS(RoELOFS)タロシギゾウムシ

α「cαlioんi7碓(KoNO)ヒメシギゾウムシ

αrczJliokorec脚sHELLER　ミヤマシギゾウムシ

αrcL最o m高地震ssimusDALLATORREet ScHBNKLING

ウスモンチビシギゾウ

cL,r。最osi肱me7tSis(HELLER)クリシギゾウムシ

Dejrαdocranusse亡osus(MoRIMOTO)チビクチカタシゾウムシ●

巫加わakoれOjNAKANE　アカオピタマクモゾウムシ

励短c庇Sbi。。l。rわesVossetCHUJO　ハモグリゾウムシ

Mczcrote佃〆oejchれas柾MoR工MOT6　オオヒメクモゾウムシ

MecjstocertJS棚[)O扉cusKoNO　マタラメカタンゾウムシ

MecヅS肌Ode酵S与p・

砂IIocer4CSgriseusRoELOFS　カシワクチプトゾウムシ

瑚oeQphag。SOmC肌,iros寝WoLLASTON　ワシパナヒメキクイゾウム
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種　名

Z履yllbbizJS6「eL/訪。rSZs KoNO　コヒゲポゾゾウムシ.

月板班i朋r確弛S Sp.

Ri乙Op橘「Qpis sp.

月混働けome「聡や.

別y手的克耽読g寄Ilois王(KoNO)ガロアノ.ミゾウムシ

月九y耽沈aeれαS青嶋α肌O乃(KoNO)ムモンノミゾウムシ

肩先y放れae枇S‡akめり雌杭i(KoNO)ムネスジノミゾウムシ

月砂r功のer弛s.Uα「iegα弛o(RoELOFS)ウスモンノミゾウムシ

Sce「eortyc庇S訪orricusFAUST　アカタマゾウムシ

牝l印危e耽り「α鳥α机亮MoRIMOTO　ムラカミヒメタモゾウムシ

Xer}Omimeteso抗KoNISHI　ハンノキコプキクイゾウムシ

ナガキタイムシ科Platyp。did。。

PlαypαSや.1

Ploわやus印.2

キクイムシ科・Scoly七idae

墨霊曇二幸三二:葦
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